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 〔以下のコメントは『しんぶん赤旗』２月４日付の記事「政治考」に掲載されたものです。〕 

 

  「「自衛隊明記」地方自治制約の危険 改憲・大軍拡 強圧答弁」 

 

  安倍首相の発言について政治学者の五十嵐仁法政大学名誉教授は「改憲の狙いの一つが

自衛隊の増強、大軍拡を強めるためであると明瞭にしたものだ。自衛隊を正当化して〝市民

権〟を確立し募集をスムーズにすると宣言している」と指弾しました。 

 

  「「改憲反対」世論に首相焦り 参院選向け〝決戦〟」 

 

  こうした自民党の動きに対し五十嵐仁法政大名誉教授は「『安倍政権のもとでの改憲』は

危ないという世論の強さへの警戒、焦燥感のあらわれだ。このままでは発議しても勝てない

し、発議すら危うくなり、草の根から切り返していかないとまずいと思っている。これは３

０００万人署名運動の威力であり、参院選へ向けて決戦の様相がますます強まっている」と

強調します。 

 


